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自己概念形成に及ぼす社会的比較の影響に関する一研究
　　―国際理解プログラムへの参加児童に着目して―

臨床教育領域　川　平　英　里

当日のポスター

ポスター発表の内容

1　 研究の背景

　発表者は、CISV（Children’s International Summer 

Villages の略）という、世界 10-12 カ国から子どもた

ちが集まり１ヶ月間の共同生活を行うプログラムに携

わっている。そこで日本からの参加児童が自身と他国

の子どもを比較し、自身の感情や考えを徐々に周囲に

発信していくようになった点に着目した。Festinger

（1954）は「自分と他者とを比較することの総称」を

社会的比較と呼び、「社会的比較過程理論」を提唱した。

この「社会的比較」は自己概念形成の手がかりの一つ

であることが明らかにされている。そこで、同プログ

ラムの異文化接触環境での他者との比較が、自己概念

形成にいかなる影響を与えるかについて関心を抱くよ

うになった。

2　問題の所在

　社会的比較は自己概念形成の手がかりとして

の【光】の側面を持つ一方、同調行動の生起、他者と

の類似性への固着及び依存を促進する【影】の側面も

持っていると考えられる（高田 , 1993）。社会的比較

の【影】の側面ではなく、自己概念形成をもたらす【光】

の側面の機能を促す手立てはないだろうか。

3　本研究の目的

　異文化接触を伴うプログラムの効果の検討を通し

て、他者との類似性に依存した比較ではなく、自己概

念形成に繋がる「社会的比較」を促すプログラムの在

り方を提案する。

4　研究の方法

❶関連概念の先行研究の洗い出し、❷ CISV プログラ

ムに関する理念検討、❸実地調査、❹自己概念形成に

繋がる社会的比較を促すプログラムの在り方モデルの

構想

当日の成果

　自身の研究を実際に言葉にして人に伝え、他領域の

方からの意見や質問を頂く中で、本研究が必要とする

新たな視点が見出せた。また、今後更に研究が必要と

される部分も明確にすることが出来た。

＜参考文献＞　
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戦後日本におけるモンテッソーリ教育の再評価・再導入
 

教育学領域　竹　田　　恵

はじめに

　本発表では、戦後日本におけるモンテッソーリ

教育の再評価・再導入の展開過程について、当時

の写真や資料の紹介を交えながら行った。

1　当日のポスター

2　ポスター発表の内容

　モンテッソーリ教育とは、イタリアのマリア・モン

テッソーリ（1870 － 1952）によって考案された教

育方法のことである。1912 年に日本で初めて紹介さ

れ、教育現場で関心を呼んだが、この教育方法は定着

せず 10 数年で衰退し、戦後に再評価・再導入される

まで影を潜める。戦後の再導入は鼓常良、平塚益徳を

はじめ、国内のカトリック関係者、障害児教育の関係

者を中心に行なわれた。実践現場の見学、及び実習が

可能になり、実施園が増えたことが戦後導入の特徴で

ある。

　現在の私の研究課題は、戦後日本におけるモンテッ

ソーリ教育の再評価・再導入の展開の諸相と、それを

推進した原動力の所在を実践の立場から明らかにする

ことである。本発表に際しては、1950 〜 1960 年代

の幼児教育界の動向と問題点を整理し、当時の保育者

が抱えていた在来の幼児教育に対する批判的意識につ

いて若干の分析を試みた上で、カトリック関係者によ

る戦後の導入の実態について報告を行った。その結

果、原動力の一端を実践現場に見出すことができた。

今後は保育者の問題意識をさらに詳細に検討するため

に、彼らの手記やアンケート等の分析をより精緻に行

ない、課題の究明に取り組んでゆきたい。

3　当日の成果

　当日は、20 分間、ポスターの内容に沿って口頭発

表を行い、その後およそ20分間質疑応答の時間をとっ

た。その間、現職教員や他領域の学生の質問を受け、

感想や意見を聞かせていただくことができた。要点を

まとめると、次のようになる。

①幼児教育という狭い枠組みの中だけで戦後日本にお

けるモンテッソーリ教育の再評価・再導入の検討を

行うのではなく、1950 〜 60 年代の教育全体の状

況や問題点から捉えることが重要である。

②モンテッソーリ教具を子どもに提示する際に、保育

者が無自覚的に影響を与えることが起こり得ること

を考えると、モンテッソーリ教育は完全に自由な教

育とは言えないのではないか。

　以上の 2 点により、今後の研究にとって貴重な示

唆が与えられた。早速検討を始め、研究に反映させる

所存である。また、ポスターを作成する準備の過程で、

どのように構成すれば参加者に対して自分の伝えたい

内容が伝わるのかを考え、何度も構図を組み直した。

この過程で本研究の課題意識をより明確化させること

ができた。以上が本発表を通して得られた成果である。
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青年期前期における敬老志向性とその構造に関する研究
 

心理学領域　高　橋　知　也

【目的】本研究の目的は、「青年期における敬老志向

性尺度」（高橋 , 2012）、および「老人イメージ尺度」

をはじめとする諸尺度によって得られた結果から、青

年期前期における敬老志向性とその構造を明らかにす

ることである。

【方法】A 市内の中学校に在籍する生徒 190 名（男性

88 名、女性 102 名）を分析の対象とした。調査には

質問紙を用いた。構成は、「青年期における敬老志向

性尺度」（高橋 , 2012）、「老人イメージ尺度」（鄭ら , 

2000）、「思いやり測定尺度」（安達 , 1996）、個人志

向性・社会志向性 P 尺度（伊藤 , 1993）、児童用社会

的望ましさ尺度（桜井 , 1984：一部抜粋）とフェイ

スシートである。調査に際してはプライバシーへの配

慮等の説明を紙面、および口頭で行った。

【結果】（1）各尺度における性差の検定

　調査で用いた各尺度について、t 検定による性差の

検討を行ったところ、敬老志向性と個人志向性につい

て 5% 水準、思いやりについて 0.1% 水準で、それぞ

れ女性に有意に高い得点となった。さらに、青年期に

おける敬老志向性尺度の下位尺度についても同様に検

討を行ったところ、敬老態度のみ、1％水準で女性に

有意に高い得点となった。

（2） 各尺度との尺度間相関

　各尺度間の相関係数を算出したところ、思いやり測

定尺度と個人志向性尺度について、他の全ての尺度と

の間に正の相関が見られた。

（3） 青年期前期における敬老志向性の構造

　従属変数に青年期における敬老志向性、独立変数に

老人イメージ、思いやり、個人志向性、社会志向性、

潜在変数として建前としての高齢者観を仮定したモデ

ルを作成してパス解析を行った結果、敬老志向性に対

しては思いやり、および建前としての高齢者観から

それぞれ正のパスが引かれた（AGFI=.960,CFI=.987, 

RMSEA=.040）（図 1）。

【考察】男性に比べ、女性がより強い敬老志向を持つ

ことが示唆された。しかし、「敬老態度」で男性より

女性で有意に高い得点となった一方で、「敬老行動」

について男女に有意な差が見られなかった。以上の

結果は、豊島ら（2011）の大学生を対象とした研究、

および「孝行をしようとする態度と，実際の行動の生

起の間にはかなりの隔たりがある」（Chen, 2007）を

支持する結果であると言える。更にパス解析の結果か

ら、青年期の敬老志向性を強く規定する要因として、

思いやりと建前としての高齢者観の二点があると推察

される。

【結論】他者への思いやりが敬老志向性を強く規定す

ること、思いやりは個人志向性に強く規定されること

が明らかとなった。これらの結果から、子どもの敬老

志向性を育む上では個人志向性の育成、言い換えれば

「生きる力」を育むことが肝要であると推察される。

図 1  敬老志向性を従属変数とするパスダイアグラム
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児童期後期における夢の要因と効果の検討
 

心理学領域　齊　川　諒　太

【問題と目的】

　近年、学校現場ではキャリア教育が推進されている。

その根拠として、教育基本法の改正や学習指導要領の

改訂でキャリア教育の内容が組み込まれたことなどが

あげられる。小学校においてもキャリア教育が進めら

れ、夢の重要性が問われている。そこで、小学校にお

いてキャリア教育を受け、キャリア意識が浸透してき

ている児童期後期を対象として、将来の夢の有無やそ

の要因となる事柄、また、将来の夢をもつことでの効

果を把握して、それらの関連を検討することを目的と

する。

【１次調査】

1. 目的　現代の小学生がどの程度夢を持っているのか

を把握し、夢に対してどう考えているかを測定する尺

度を作成することを目的とする。

2. 方法　調査対象者は、関東甲信越地方の公立小学校

の 4 〜 6 年生 500 名（4 年生 164 名、5 年生 169 名、

6 年生 167）。内容は、①フェイスシート、②夢の有無、

③夢の内容と理由である。

3. 結果と考察　夢を持っていると回答した者は 439

名、夢を持っていないと回答した者は 61 名であった。

これより、88％程度の対象者が、夢を持っているこ

とが明らかになった。夢の種類においては、スポーツ

選手や医療、芸能関係などがあげられた。夢を持った

理由は、大きく 4 つのカテゴリーに分類された。憧

れや尊敬している「憧憬要因」、社会に貢献したい「貢

献要因」、今、していることを続けたい「継続要因」、

これからやってみたい「興味要因」となった。

【２次調査】

1. 目的　夢の有無、夢の態度・考え方と、夢を持つ要

因やキャリア意識、学習意欲、生活満足感との関連を

検討することを目的とする。

2. 方法　調査対象者は、関東甲信越地方の公立小学

校の 4 〜 6 年生 689 名（4 年生 226 名、5 年生 224

名、6 年生 239 名）。質問紙内容は、①フェイスシー

ト、②夢を持つ要因を測定する尺度（夢要因尺度）、

③キャリア意識尺度（新見 ･ 前田 , 2009; 一部抜粋）、

④夢に対する態度や考え方を測定する尺度（夢志向尺

度）、⑤学芸大式学習意欲検査（簡易版）（下山・林ら , 

1983）、⑥生活充実感尺度（高橋 , 2010）、⑦夢の有

無で構成した。

3. 結果と考察　夢の有無によって、調査対象者を 2

群に分けた。「夢あり群」は 578 名、「夢なし群」は

51 名、無記入は 60 名であった。各群において夢志

向尺度の各下位尺度得点を算出し、平均値の差の検定

（t 検定）を行った結果、「夢あり群」のほうが有意に

高い得点となり、夢の有無により夢に対する態度や考

え方に変化が生じ、夢を持っていないことで積極的な

態度だけでなく、夢の重要性も低く感じてしまうこと

が示唆された。

　夢要因とキャリア意識が夢志向に与える影響、同様

に、夢志向が学習意欲、生活充実感に与える影響につ

いて検討するため重回帰分析を行った。その結果、夢

志向はキャリア意識、夢要因いずれのほぼすべての下

位尺度から有意な正の影響を受け、夢志向が学習意欲

や生活充実感に大きな影響を与えていた。

【総合考察】

　本研究では、児童期後期を対象として、夢の有無と

夢志向尺度、夢志向尺度と夢を持つ要因と考えられた

夢要因やキャリア意識との関係、夢を持つことでの効

果と考えられた学習意欲や生活充実感との関係が明ら

かになった。したがって、夢を持つことにおける要因、

効果といった関係は量的にある程度把握できたと考え

られる。この結果は、新見 ･ 前田（2008, 2009）の

小学生、中学生を対象とした研究を支持した。その上

で、その両者（キャリア意識、学習意欲と適応感）の

媒介に、夢に対する態度や考え方があるということが

本研究で確認された。
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JSL 児童はオノマトペの何に困難を感じるのか？ 
 

日本語教育領域　本　多　宏　美

1　はじめに

　オノマトペ（擬音語 ･ 擬態語 ･ 擬情語）は JSL 児童

にとって学習や生活に欠かせない重要な語彙であるも

のの、感覚的な語であるため（秋元 ,2007）習得が難

しく CALP（学習言語能力）の妨げになっている可能

性が高い。そこで本研究では、JSL 児童がどのような

オノマトペを学校で習い、そのうち、どのオノマトペ

に困難を感じているのか、そして、それは何に起因す

るのかを明らかにする。 

2　課題

〈課題１〉小学校 1・2 年生でどのようなオノマトペ

を学習しているか。

〈課題２〉2-1）擬態語・擬音語・擬情語間に、習得に

おける困難の差はあるのか。2-2）どのオノマトペに

困難を感じるのか。2-3）その困難は何に起因するの

か。 

〈課題３〉オノマトペに困難を感じているのか。 

3　調査方法

〈課題１〉小学校 1・2 年生の国語科教科書（光村図書）

に出てくるオノマトペを調査・分類する。

〈課題２〉教科書のオノマトペを取り上げ、横浜市内

小学校 JSL 児童 24 名（5 年生 11 名・4 年生 13 名）

を対象に絵による 4 択のテストを行う（資料 1）。 

資 料 1　 テ ス ト 設 問 例　 ※ 阿 久 津（1994）、 山 本

（1993）、富川（1997）を参考にし、筆者作成

〈課題３〉オノマトペ困難度の意識調査を行う。

4　調査結果と考察

〈課題１〉について

　国語科教科書には、述べ語数・異なり語数共に、擬

態語、擬音語、擬情語の順に多く出現する。擬情語は

延べ語数と異なり語数が同じだが、擬音語、擬態語は

異なり語数が述べ語数よりも少ない。

〈課題２〉について

2-1）擬情語の正答率が一番低い（図 1 参照）。擬情

語は JSL 児童にとって習得しにくい語だといえる。

2-2）同じカテゴリーに属する、意味的に近いオノマ

トペの習得は難しい（図 1 参照）。このようなオノマ

トペは典型例や簡単なルールを説明することが有効な

手段の一つであると考えられる。（指導例 .「ぴかぴか」

…磨いた靴や窓、磨いた後のきれいな状態を表す。「き

らきら」…宝石や星）

2-3）「聞いたことがある」だけではなく、実際に「使

う」ことが習得につながっている（表 1.1、1.2 参照）。

さらに、オノマトペを場面と対応させて記憶している

ことが推察された。オノマトペは場面とともに教える

ことが効果的であるといえる。  

〈課題３〉について

　擬情語が一番難しいと感じる児童が最も多い。

1）テストの得点、2）「オノマトペを難しいと思うか」、

3）「国語は好きか」、の 3 つには関連性が見出された。

オノマトペを習得することが教科書の文章理解を深

め、国語が好きになることにつながる可能性が高いと

推測された。

5　ポスター発表実施報告

　①母語の影響の可能性、②日常生活内のオノマトペ

における影響の可能性について指摘を受けた。今後の

課題としたい。
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高校生の抱く英雄のイメージと国語教科書
 

国語領域　長　島 　裕　太

1　発表内容

　「英雄」とは民衆の理想が仮託された人物である。

その一方、国民の規範として「英雄」が利用されるこ

ともある。国定教科書の中で義経の鵯越が真珠湾奇襲

に結びつけられたのもその一例である。教育インター

ンでは、高校生と大学生を対象にアンケート調査を行

い、現代の「英雄」観を検討した。その結果から、現

代では「英雄像」が個人によって多様に捉えられてお

り、「英雄」という言葉に特別な価値はないことがわ

かった。

2　ポスター発表の成果

　多くの方々からご意見・ご質

問を頂くことができた。特に教

育委員会からアンケートの内容

について指導があったことは、

教育現場との意識の差を如実に

示す例として注目している参加

者が多かった。教育インターン

という制度を実施していく上で、

現場との連携を密に取らなけれ

ばならないということを、反面

教師としてではあるが示せたか

と思う。

3　今後の展望

　質疑の中で、現代では「英雄」

という言葉が馴染みの薄いもの

であり、思い浮かべる人物もそ

の時の時代相や流行の影響を受

けやすいものであるという意見

を聞くことができた。この点に

ついては「英雄」として挙げら

れた人物とその理由を関連づけ

て今後検討を行っていく必要が

ある。また、発表者自身の「英雄」

観の認識の甘さや、教育との接

点がうまく見出せていないとい

う点などについてご指摘をいた

だいた。辞書的な定義の難しい

概念であるからこそどのような

対象を扱っていくのかという点を明確にし、アンケー

トにもそれを反映させていく必要があるだろう。後者

については古典教育の全体的な流れの中で「英雄」と

いう概念をどのように位置づけることができるのか、

今後検討を加えていく必要がある。

　これらの点をもとに大学生を対象にした追加調査を

行い、現代の「英雄像」の一端を明らかにしていきたい。
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日本人大学生の受容的な語用論的能力の差と指導の可能性

英語領域　竹　中　恵　太

1　概要

　Fukazawa（1997）では異文化間でのコミュニケー

ションの機会が急速に増えてきている一方で、社会文

化的な状況を学ぶ機会が少ないことを指摘している。

さらに Fukazawa（2003）は、社会文化的な状況とか

い離した状況が重大なミスコミュニケーションを引き

起こしかねないと主張し、そのような状況を含めた指

導の重要性を示唆している。実際に Takimoto（2006）

では依頼表現や謝罪、断りの方法が言語によって異な

り、母語話者と非母語話者の語用論的なパフォーマン

スの違いを生み出してしまうと主張している。

　そこで本研究では、首都圏に通う文学部英語英米文

学科の大学 1 年生を対象に依頼表現の受容的な語用

論的能力の発達の度合いを調査した。研究参加者 96

名を TOEIC-IP の得点で High:20 名（平均点 519 点）・

Mid:39 名（平均点 430）・Low:37 名（平均点 329 点）

に分けた。3 グループを対象に調査し、語用論的知識

を測定した。

　受容的な語用論的能力を測るために青木（1987）

の Receptive test を本研究で利用した。ペンを借りる

という状況における 22 種類の依頼表現にそれぞれ、

「より丁寧（+1）・普通（0）・丁寧でない（-1）」の 3

つの基準で判断するものである。

　今回の調査で、青木（1987）が英語母語話者（22 名）

に上記と同じ語用論的知識に関する Receptive test を

実施した結果と、今回の研究結果を照らし合わせたと

ころ以下のようになった。

（差の大きかったもの上位 3 つ）
学習者 母語話者 依頼表現
-0.251 -1 I’ll borrow ...
-0.134 -0.818 I want to borrow…
0.592 0 I’d like to borrow…

　上記のような差の要因として、Fukazawa（2003）

で は “authentic input” の 重 要 性 を 主 張 し て い る。

Fukazawa（1997,2003）では教材のコンテクストな

どへの言及の少なさが語用論的能力の違いを生む要因

として指摘していた。

　このため、Oral Communication1 の教科書を発行し

ている 12 社（東京都の高校が採択している教科書の

約 90％をカバーする）を分析したところ、依頼表現

について明示的に説明されているものが 3 社であっ

た。

　今後、全ての教科書の調査やより幅広い学習者の語

用論的能力の調査を進め、明示的な説明や社会文化的

な状況の説明を含めた指導の効果も探求していきた

い。

2　実施報告

　教育デザインフォーラムにて発表の際に「丁寧表現

の認識がこんなにも違っていることを知り驚いた」「よ

り習熟度の高い学習者も研究対象にするのも興味深

い」というコメントを受けた。これらの意見を基によ

り深い考察を行い、本調査に反映したい。
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コメンタリーによるライティング力を目指した指導

英語領域　土　方　祥　平

1　本研究の内容

　本研究では，日本人大学生のライティング力向上

のためのコメンタリーの効果を比較するため，Lee 

（2008） が提唱する 3 種類（文法・内容・構成）のコ

メンタリーの効果を測定した。その背景として，ラ

イティングは本来コミュニケーションのツールであ

り，ライティング力を向上するために内容にもフィー

ドバックを与えたほうがよいということが言われてい

る。

　研究参加者は大学生 43 名であり，TOEIC の点数

で 2 群に分けた。上位群は平均 521.3 点（SD=36.7），

下位群は平均 347.3 点（SD=48.7）であった。両群に

は同一の授業者がコメンタリーを与えたため，授業者

による差はない。実験では，大学生が書いたライティ

ングにコメンタリーを与え，それを基に書き直したラ

イティングを比較し，ライティングの質と量がどう変

化したかを測定した。文法に関するコメンタリーでは

英文法の誤りを扱い，構成に関するコメンタリーでは

パラグラフの構造に関する誤りに対してコメントし，

内容に関するコメンタリーではライティングの内容に

関する授業者からの感想が書かれていた。

　その結果，効果の違いはあったものの，両群のライ

ティング力に変化が見られた。より詳細に分析するた

めに，授業者からのコメンタリーを分類した所，文法

に関するコメンタリーや構成に関するコメンタリーの

中でも，修正に結びつきやすい項目や結びつきにくい

項目が見られた。修正に結びつきにくい項目には，よ

り修正点を詳細に記述するなどフィードバックの方法

に工夫する必要があると考えられる。

　内容に関するコメンタリーを生徒がどう受け取るの

か自由記述をしてもらった。その回答では「内容につ

いてのコメントがあってよかった」という主旨の内容

が複数見られた。これらの回答から，内容に関するコ

メンタリーを与えることで，学習者はライティングが

コミュニケーションのツールであることを意識したと

言える。本研究では，コメンタリーのみのフィードバッ

クを用いてライティング力の向上を図った。研究結果

から，英語熟達度に合わせたフィードバックの在り方

が考察される。

2　実施報告

　教育デザインフォーラムでは研究発表を行った。発

表を行った立場としては，当日「なぜ内容に対するコ

メンタリーをフィードバックとして用いたのか」，「表

1 では，下位群が誤りの訂正を求めている。データに

対する考えを聞きたい」などの質問をいただけたこと

がなによりの成果である。今回の研究は先行研究であ

るため，いただいた質問やコメントから，修士論文の

リサーチデザインをより明確にできた。



学生によるポスターセッション

106

附属学校との学的連携を基軸とした授業研究

社会科領域　渡　辺　大　介・宮　川　史　義

1　本研究の目的 

　本研究は、教科内容研究と授業分析とを通して、附

属学校の実践研究と大学の学問研究との双方向的な授

業研究を目指すものである。そこで、大学（院生・教

員）は授業内容にかかわる教育内容研究・授業分析を

行い、附属学校（授業者）はそれらを踏まえて実践す

るというスタイルをとった。

2　研究内容・・・下記掲載のポスター参照

3　成果と課題・・・下記掲載のポスター参照

4　教育デザインフォーラムでの発表・質疑より

　現場の教員の問題意識と近いものがあったようで、

聞き手の多くは学生ではなく、現場の教員であった。

多忙な教育活動の中で、十分な教育内容研究、授業分

析ができない状況にあり、大学との連携は魅力的であ

り効果的であるとの意見を多くいただいた。

　一方で、①教科内容研究の成果がどのように授業者

に組み入れられたかの分析が不十分　②授業分析にお

いて、児童理解はある程度成果をみたが、学びの理解

には十分に到達できていない　という課題も残され

た。

附属学校との学的連携を基軸とした授業研究 

渡辺大介/宮川史義（社会科領域） 

 

本発表の一部は昨年度の教育デザインフォーラムで報告されている。今回はその後の進捗につい

て報告する（対象学校は附属横浜小学校と附属横浜中学校の２校）。 

□ 目的 

教科内容研究と授業分析とを通して、附属学校の実践と大学の学問研究との学術的な連携を図る。 

□ 実施経過 

 教育デザイン 教育インターン 

横浜小 横浜中  
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10 

 

11 

12 

 

1 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

3 

 

   教科書分析   社会科教育実践史分析 

 

 

 

  +学問的分野研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前検討会① 

 

事前検討会② 

 

事前検討会③ 

授業参観＆事後検討会① 

10月21日授業分析 ① 

↓適宜、教科内容研 

 究の成果を提示（３回） 

授業参観＆事後検討会④ 

1月 19日授業分析 ② 

20日授業分析 ③ 

23日授業分析 ④ 

25日授業分析 ⑤ 

28日授業分析 ⑥ 

平成23年度教育研究集会 

授業参観＆事後検討会 

2月  10日授業分析 ⑦ 

13日授業分析 ⑧ 

15日授業分析 ⑨ 

※事後検討会は担当教員を

通して実施 

 

事前検討会① 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前検討会② 

 

平成23年度研究発表会

※事後検討会は担当教

員を通して実施 

□ 研究内容 

【コア科目】 

１ 春学期＿授業づくりにおける教科内容研究（各自の専門領域と横浜中学校の研究会での単元と 

 を勘案して、以下を担当。分析箇所は） 

  公開研究会に関わる 
教科内容研究 

（１）教科書分析  

 歴史―「現代史分野」の記述分析。 

 地理―「人口」、「交通」、「産業」、「エネルギー」、「食料」、「環境問題」の６つの分野の記述分析。 

 ※単なる記述の比較だけではなく、その背景にある人文、社会、自然諸科学等の研究蓄積を加味 

 した分析に取り組んだ・ 

（２）社会科教育実践史（近代史学習）における代表的な実践の分析 

  ただし、横浜中学校での公開研究会での単元-地理的分野-が判明した７月まで。 

２ 秋学期＿附属学校公開研究会での授業づくりにおける教科内容面でのサポート 

 以下の２グループに分かれ、研究に取り組んだ。 

（１） 附属横浜小学校 

 「八丈島のくさや」を題材にした産業学習：教科書分析及び八丈島の自然的、歴史的経緯、加え

て1990年代のIターン現象等についての先行研究をレビューし、授業者へ提示。 

（２） 附属横浜中学校 

  弘明寺周辺を題材にした地域調査：人口移動を主軸に交通手段や住宅地の変遷について先行研 

 究をレビューし、授業者へ提示。 

【インターン科目】 

 横浜小学校における授業参観を行い、抽出児（１０名）の分析を院生それぞれ担当を決め、分析

結果を適宜、授業者へ提示し相互検討をした。 

□ 成果と課題 

１ 受講生 

（１）教科書分析と先行実践分析 

 専門領域における学術的な知見を組み入れた教科書分析は一定の成果をみた。学ぶ側の視点を取

り入れた記述のあり方についての分析は課題として残された。また、安井俊夫や本多公栄の実践を

分析したがその視点が定まらず、秋学期以降は教科内容研究に追われたために、不十分な段階にと

どまった。 

（２）教科内容研究 

 授業づくりにおける教科内容研究の必要性やその取り組み方（研究資料の所在・分析方法等）に 

ついて一定の知見を得ることができた。更にそれらを進展するための学術的なスキルの習得が課題。 

また横浜中学校では実践のねらいとの齟齬が生じるという課題も残された。 

（３）授業分析 

 平均２名程度の抽出児をそれぞれ担当したが、その分析が授業展開や教材や発問等との関連でな 

される者と性格的な側面にとどまる者との差が大きかった。事後検討のあり方の改善が必要。 

２ 附属学校教員 

 横浜小学校：教科内容研究でのサポートを通して教材についての多面的な視点を持つことができ 

      た。また、抽出児の学習を取り入れた授業記録・分析は多いに役立った。 

 横浜中学校：教科内容研究でのサポートを通して、個別の調べ学習を収束させる視点についての 

      手がかりを得ることができた。 
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基本図形の定義指導のあり方に関する研究

数学専門領域　小　泉　健　輔

1　発表内容の概要

　本研究では、歴史的変遷における基本図形の定義指

導の 2 つの立場の特徴を比較し、現行のカリキュラ

ムを再構成するための示唆を得ることを目的としてい

る。

　算数・数学科の指導において、児童・生徒が数学を

創りだす過程を大切にしながら、その活動を通して数

学的な見方や考え方などを体得させることを目指す場

合には、子どもの認知発達の段階を考慮して、それに

応じて指導内容を考えていく必要がある。このような

観点から、図形領域の指導において、とりわけ基本図

形をいかに定義するか、という点に焦点を当てると、

現行の指導系列を再考されるべきであると考える。

　我が国の算数・数学教育においては、過去には現行

とは異なる立場をとっていた時代があった。具体的に

は、長方形を「4 つの角が直角である四角形」と定義

するのが現行の立場であるのに対して、「4 つの角が

直角で、となり合っている辺の長さが違う四角形」と

定義するような立場である。

　我々は普段、長方形と言われれば後者のようなイ

メージを持っているのではないだろうか。それではな

ぜ、現行では前者のように定義されているのか。そこ

には、現行においては包摂関係（例えば、正方形は長

方形の中に含まれるという関係）の指導を行うように

なっているという点が大きく関わってくる。すなわち、

後々包摂関係として図形をとらえていくことを見通し

て、先を見通して不都合が生じないように、初めから

その定義によって基本図形を規定しているのである。

しかしながら、このような立場は、数学を創りだす過

程を大切にするという観点からは疑問符がつく。既成

の数学の世界において妥当なものと、学習時の児童の

素朴な考えから導かれるものとの間に食い違いが生じ

る可能性があるからである。

　このような点から、過去に採られていた立場にも現

行とは異なる価値があったとも考えられる。ここでは、

それを再評価し、両者の一長一短を明らかにすること

で、現行のカリキュラムを見直すための示唆を得るこ

とを目指した。

2　 教育デザイン発表会の実施報告

　ポスターセッションの形式によって、他領域の方と

の双方向のやり取りを行うことができた。それぞれの

方の専門領域ごとの観点に基づいたご意見は大変新鮮

なものであり、様々な切り口からの示唆を与えていた

だくことができた。

　例えば、言葉の定義を考えるのならば、我々が漢字

を用いている以上、中国における由来を調べ、言語学

的な視座からも迫った方が良いとのご指摘をいただい

た。今回、自らの研究領域と他の領域との接点に気付

かされる良いきっかけとなったと感じている。
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温帯低気圧・台風の可視化と気象教育への応用

理科領域　北　内　達　也

1　諸言

　可視化とは、人間が直接「見る」ことのできない現象・

事象・関係性を「見る」ことのできる形（画像・グラ

フ・図・表など）にすることである。可視化のメリッ

トとしては、シミュレーションや観測から得られた数

値データを視覚表現に変換することによって、対象の

直感的理解や効果的解析を支援することができる。

　理科授業の気象単元において、温帯低気圧や台風と

いった気象現象は、教室で直接実験をしたり、観察し

たりすることが難しいテーマである。そのため、その

ような気象現象を可視化した視覚化教材を活用して授

業を行うことは他分野の学習に比べ、生徒の理解を助

けるのにより効果的であると思われる。この可視化の

メリットを生かし、気象教育に応用しようと考えた。

2　教育インターン

　附属横浜中学校第 2 学年 3 クラス 130 人を対象に

視覚化教材を用いながら授業を行い、子ども達が具体

的にその現象をイメージしながら理解を深めることが

できたかを、授業後アンケートにより確認した。単元

は温帯低気圧の「前線の通過と天気の変化」について

担当した。利用した教材は以下の 4 つである。

 ・ 観測データにより作成した図、表

 ・ 定点カメラによる前線通過時の動画

 ・ 気象情報可視化ツール Wvis

 ・ 局地天気図

　授業の最後にアンケートを行い、全生徒 130 人中

120 人の生徒から「理解の助けになった」という回

答が得られ、視覚化教材の活用が有効であったと考え

られる。また、実際に理解の助けになった視覚化教材

を挙げてもらうと Wvis と前線通過時の動画を挙げる

生徒が多く、動く教材が生徒の理解の役に立ちやすい

ことがわかった。

　授業で視覚化教材を用いることで、前線通過という

現象により、どのような気象要素の変化が起こりえる

のかを生徒に容易に伝えることができた。また、アン

ケートの結果より、 Wvis は生徒の考えを助ける教材

として役立ったと考えており、指導側に便利なツール

であった。今までの教科書だけを用いる平面的な気象

の授業に視覚化教材を用いることで授業の質を高める

ことができ、目的を達成できたと考えている。

3　教育デザインフォーラム発表の成果

　発表後の質疑応答では参加者から、気象教育におけ

る気象教材の需要が高いことを指摘していただき、よ

り良い気象教材の開発の必要性を感じた。また、視覚

化教材の導入の有無で生徒の理解度を比較し、効果を

確認してはどうかという意見もあり、今後の課題も見

つかった。

図 1　発表したポスター
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災害事例より検証する　防災力を育む気象情報の利活用

理科領域　根　来　都　子
【研究目的】

　台風や豪雨などの激しい気象現象が起こると予想さ

れるとき、気象庁、官公庁などから防災情報が発表さ

れる。しかしその情報が、必ずしも人的・物的被害軽

減に直結しているとは言えない。それは情報の受け手

側に、行動判断のための情報読解力が必要とされるか

らである。本研究は緊急時における教員の適切な対応

（防災力）は何かを導きたく、過去の事例を挙げなが

ら考えていく。

【ポスター発表】

　実際に行政から発表されている各種防災情報を概念

図として図示し、被害発生の可能性を持つ情報に切り

替わるまでを、段階的に示した。情報の発表が始まっ

たときから、被害発生までの時間経過の中で、どのタ

イミングでどのような意思決定を下していれば、防災

に繋がったのかを捉えていく。

　事例１、２については台風の大雨により発生した河

川の氾濫、土砂崩れの現象と、そこから起きた浸水被

害、人的被害の例を取り上げた。事前情報の種類も多

く、警戒態勢も整った上で起きた被害に、どんな原因

があったのか。情報の受け手側はどんな判断をして当

該地域への台風の襲来に備えていたのかを検証した。

　事例３は夏の不安定性降雨による局地的豪雨の現象

と、そこから起きた突発的な河川の水位上昇による人

的被害の例を取り上げた。大雨への警戒を促す、大雨

洪水警報が発表されてからわずか１時間での被害の発

生という結果は、事例１，２で挙げた台風に備えた時

間的、量的にも多くの防災情報が発表されていた事例

とは特徴が異なる。

　このように防災情報の取り扱いは、各々の気象現象

を捉えた上で、時間的な猶予がどれだけ残されている

かなどを考えなければならない。土地の特徴、時間、

現象について、その時に応じて優先すべき警戒内容を

捉える能力を身につけ、率先避難者として、生徒に明

確に避難すべき理由、方法を指し示すことが必要であ

り、それを習得する演習を提案した。

　実際に起きた事例に基づき、災害に至った経緯の把

握、問題点の分析を行う。自分が例をあげた災害事例

の当事者ならばどのような意思決定をするのか、また

は警報の出された状況で生徒に対してどのような対応

をするのか。思考過程、作業を繰り返して学習する。

【聴衆者からのコメント】

　近年は警報の種類が増え、発表されるすべての警報

について対策を取ることが難しいため、情報の取捨選

択の参考にしたい。（現職教員）

【成果】

　神奈川県内における災害事例について質問を受けた

り、実際の授業における実践内容の質問があったりし

たことから、質問者は災害が身に降りかかることを、

我が事として受け止めたのではないかと考えている。

この意識こそが防災に対する一番大切なものであり、

発表は一定の成果を得た。
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工業高校の技術教育から捉えた中学校技術の重要性に関する一考察

技術領域　大　島　美　音
1　背景と目的

　中学校技術・家庭科（技術分野）（＊以下「技術科」）は、

義務教育 9 年間で唯一の技術教育であり、高等学校

普通科に進学する生徒にとっては、12 年間で唯一の

技術教育を受ける機会となる。一方、高等学校工業科

（＊以下工業高校）では、高度な技術教育が指導され、

教育インターン先として選んだＡ高校は、工業科の専

門高校として高度な技術教育を指導しつつ、更に理工

系大学・大学院への進学を想定した教育も行っている。

このような高等学校に通う生徒は、小中高 12 年間の

半分の 6 年間、技術教育に触れつつ大学進学を目指

しているため、技術に対する興味は高いと想定される。

よって本研究では、工業科目（＊以下「工業」）にお

いて技術教育を受けた生徒たちへ技術に対する興味等

の調査を行い、技術に対する興味の変遷を明らかにし、

3 年間しか技術教育を学ばない生徒等に対し「技術科」

においてどのような内容を取り入れれば、技術に対す

る興味を喚起できるかを検討することを目的とする。

2　方法

　工業高校に通う生徒を対象に「技術科」、「工業」に

関する内容のアンケート調査を行った。このアンケー

ト調査結果を検討、また「技術科」のカリキュラム・「工

業」のカリキュラムの比較を行うことで、両者の繋が

りについて検討をした。対象は A 高校 3 年建築科の

生徒 30 名（男子 15 名、女子 15 名）であり、授業

風景の観察も行う。

3　結果と考察

　「技術科」は高校への進路選択にあまり影響を与え

ていないが、技術的な内容に対する興味は半分近くの

生徒が持っていた。また、高校での学習を経た現在の

方が技術的な内容に対する興味は上昇しており、今後

の進路として引き続き建築について学びたいと思って

いる生徒が約半数いた。…①また、学習内容に関して、

「工業」よりも「技術科」の方が日常生活で役立って

いると感じているがそれを中学校生活の中で実践的に

活かす場面は少ないと感じていた。…②

　結果①により、「工業」の専門性を一部取り入れる

ことで、技術科に対しより興味を深めることも出来る

のではないかと考えられる。しかし、「工業」と「技

術科」では目的や環境に違いがあるため、単に真似を

することが良いとは限らず、また制度面においても簡

単に近づけることは出来ない。そこで結果②に着目を

する。「技術科」を生活に直結する部分から取り扱う

ことで、まずは生活の中の技術により深く興味を持た

せ、それと関連づけて基礎的・基本的な知識及び技術

の習得に繋げていけるようになるのではないか。授業

内容により身近な生活技術を取り入れ、例えばそれを

総合学習や文化祭等の場面で実践的に活かしていく

等、他教科も含めたカリキュラム全体の中で技術的な

内容を取り扱うことで、技術科の授業内容がより有効

になるのではないだろうか。

4　まとめ

　「工業」の専門性を一部取り入れることで、技術教

育としての効果を高めることが期待出来ると考えられ

るが、現状では難しい。そこで、生活に直結する技術

を取り扱い、より「技術科」に興味を持たせることで、

知識・技術を深めることが出来るのではないか。

5　当日の成果

　技術・家庭科は勿論、様々な領域の先生方や学生か

ら意見やアドバイスをいただき、有意義な時間を過ご

すことが出来た。また、他教科から見た技術科の位置

づけや重要性についても改めて見直すことが出来た。
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市民活動支援の現況と方向性
―横浜市の公設中間支援組織を事例として―

家政領域　大　塚　雄　一

1. 研究の背景

　生活者である市民は、生活資源のコントロール主体

である。自発的な市民が、人・モノなど点在する多様

な諸資源を結びつけて、様々なテーマに取り組む活動

を市民活動と呼ぶ。市民活動に携わる市民と資源との

仲介、および市民活動に対する支援を行う組織のこと

を、一般に中間支援組織（Intermediary）と呼ぶ。

　各地方自治体は過去 15 年ほどの間に、市民活動の場

づくりを目的として、市民活動センター等の名称で市民

活動支援を行う場を設置している。しかし、その実態は

センターにより様々であり、支援の様相も異なる。

2. 横浜市における市民活動と市民活動支援の状況

　横浜市には、行政の機能が充分でない領域に関し

て、市民が積極的に担おうと先駆的な活動を行ってき

た市民活動団体があり、他の自治体に比べ比較的活発

である。横浜市には約 1300 の NPO 法人があるほか、

横浜市役所が条例に基づき 2002 年に設置した横浜市

市民活動支援センター（以下市版センター）には約

700 団体が登録している。横浜市役所は 2008 年まで

に区民活動支援センター等（以下区版センター）を生

涯学習支援センターと複合化して全18区に設置した。

各センターは、非営利性・自主性・公益性・属地域性

を要件として市民活動・生涯学習団体を支援している。

3.「教育インターン」における調査の目的・方法

　横浜市における公設市民活動支援組織の機能と状況

に関する情報を得、現状を把握することを目的とし、

市版センターで 6 日間のインターンを行った。各種

会議にオブザーバーとして参加したほか、センターの

各種業務に従事した。

4. 市版センターの状況

　市版センターの機能は、市民活動に対する支援と、

行政との協働に関する事業に大別できる。市民活動現

場に対しては、市民活動全般に関する相談（2011 年

度 1,182 件）、情報提供、ネットワーク構築、マネジ

メント支援、調査等を行っている。行政に対しては、

各部局・区役所との連携・協働、区版センターの運営

支援、地域運営に関わる人材の育成などの面において

機能している。

5. 発表時の状況

　参加者からは、運営主体の変遷を詳細に調査するこ

とにより横浜における市民活動支援の方向性・特徴が

明らかになるのではないか、東日本大震災による被害

を被った地区における状況を検討することも興味深い

であろう、等のコメントがあった。

図１　まち環境デザイン・コミュニティデザインの空間において行われる諸主体の活動と支援（概念図）
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調理実習・実験を主体とした家庭科の授業に関する研究

家政領域　久保田　正　芳
1　 はじめに

　「調理実習」という授業はさまざまな課題があると考

えている。近年「十分に技術習得はできなくても「手

作りの喜び、楽しさ、味のよさ」などを味あわせればよ

い」（表1）という考え方が増加している。しかしこれは

短期的な意欲向上にしかならないのではないかと考え

る。技術は主体的に実践できる能力と態度を育成する

ための柱であると考えている。（図1）生涯を通して「調

理」への意欲を持たせ、自らの健康を保持・増進し、「食」

への関心を“ 自分事” としてとらえるためには「技術」

が柱となるのではないかと考えた。そこで実験・実習

を主体とし、技術向上を念頭に置いた授業を展開する

ことによって、生徒の「食」への関心の変化を調査する。

表 1　調理実習についての考え方　　　　　　　（％）
生
徒

「調理実習」は家庭科の授業の中で最も楽しい 84.6
「調理実習」は高校で学ぶ必要がある 87.6

教
師

十分に技術習得できなくても「手作りの喜び、
楽しさ、味のよさ」などを味あわせればよい

（小・中・高）
27~33

時間を工夫し、技能・技術の習得が十分に行え
るようにしたい（高） 15~16

※教師は「技術習得の考え方」の回答

図 1　調理技術に関するイメージ

2　調査

　まず、選択科目「食文化」を履修している生徒7 名に

対しアンケート及び包丁の扱いを主とした実習を行っ

た。アンケートでは、「調理の自信」「包丁の扱いの自信」

「調理の意欲」を実施前、実施後に聞いた。実習を行った

ことによって、「調理の自信」の向上はみられた。しかし

包丁の扱いといった技術の自己評価は低下する生徒も

みられた。これは、「実際に扱ってみると難しかった」

「できると思ってたけどできなかった」といった声があ

り、食物の学習を通して技術を向上させていく必要が

あると考える。また、調理をしてみたいという意欲も高

いことから、「できないからやらない」といった技術的

な点で調理から遠ざかることを避けるため、こういっ

た生徒への支援も必要であると考える。

表２　アンケート結果

3　今後

　疑問点の確認と仮説の検証を行う。疑問点としては、

「栄養」「食品」などの単元について、生徒の持つ技術

の高低で関心に影響するのかを確認する。

　仮説としては、技術向上がなされた生徒は「食」に

対する関心・意欲が高まることが期待され、「栄養」、「食

品」などの単元に対し積極的に取り組める態度が形成

されるのか検証する。

　その上で従来の授業展開ではなく、技術向上を念頭

に置き、授業計画を再構築していこうと考えている。

ただし、教科の目標としては「生活の主体者」を育成

することであり、技術向上だけをねらいとしていない。

具体的な授業計画は図 2 に示した通りだが実験・実

習を「栄養」「食品」などの単元に組込み技術習得と

科学的な理解が同時に図られるよう食物の学習を展開

していく。

　指導要領解説にあるように「持続可能な社会の構築

に向けて、科学的な根拠に基づいた実践力」が身につ

けられるようにしていきたい。

図２　授業計画案
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マレーシアの学校音楽教育における西洋音楽文化の位置づけについて

音楽領域　天　野　　優

1　当日のポスター

2　ポスター発表の内容

　2012 年 10 月 27 日、横浜国立大学 7 号館にて修

士論研究ポスター発表を行った。内容は研究要旨、研

究動機、研究目的、本年 1 月マレーシアで入手した

写真やビデオ、教科書などの紹介、教育インターンで

知り得たこと、今後の展望についてである。

　筆者は学校音楽教育における西洋音楽文化の位置づ

けについて興味を持っている。日本の学校音楽教育で

は、戦前から五線譜を用いた曲の提示やその理論、西

洋の楽器や西洋の音楽家によって作曲された曲の鑑賞

などを行ってきた。近年では伝統文化を重んじ「我が

国の音楽」を重視する傾向が表れているが、依然とし

て西洋音楽文化が日本の学校音楽教育において大きな

位置を占めていることは教科書を見ても明らかであ

る。そこで、このようにアジアにおいて独自の音楽文

化を持ちながらも西洋音楽文化を取り入れ、その教育

を実施している国の現状はどうなっているのかという

ことに興味を持った。研究対象をマレーシアにした理

由は、イスラム文化圏にある多宗教多民族国家であり

ながら、イギリスによる植民地支配の影響を受けてお

り、その中で西洋音楽文化の位置づけを明らかにした

かったからである。

　インターンを行ってまず驚いたことはマレーシア

が、筆者が想像していたよりもはるかに近代化されて

いたことである。この近代化の影響は学校教育にも及

んでおり、今回見学した小学校と中等学校の音楽の授

業では教師がパワーポイントを使って授業する姿が印

象的であった。小学校の授業の内容はパワーポイント

によって映し出された五線譜の楽譜を見ながら、「コ

ンパン」という伝統楽器でリズム打ちをするという授

業であった。中等学校においては同じくパワーポイン

トを用いて、マレーシアにおける大学予備教育への進

学試験 SPM 対する音楽の知識を教授していた。その

内容は主に西洋音楽の基本的知識（楽典）であった。

　インターンを行い、授業の内容や教科書等を見ても

西洋音楽文化が大きく影響し、教授内容における大き

な位置を占めているように感じられた。今後は日本に

おいて資料を収集するとともに、マーラ工科大学の

Shahanum 先生の協力のもとに研究を進めていく。

3　当日の成果

　今回は筆者にとってはじめてのポスター発表という

ことで貴重な経験をすることができた。発表をするこ

とで自分自身の考えや研究に対する想い、研究の進捗

状況や今後の計画などを改めて見直すことができた。

また、多くの人に発表を聞いていただき、マレーシア

の伝統音楽へのアプローチや留学生センターの利用な

どの意見や質問等をしていただくことで自分では気づ

くことのできない今後の課題が見えた。
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西洋古典技法による体系的な描写法の研究　　材料と技法の考察と実践例

美術領域　武　田　優　作

1　西洋古典技法を用いた表現とその可能性

　絵画制作において、描画材の選択は絵の仕上がりを

左右するが、その扱い方や描き方の工夫次第ではさら

に幅広い表現を可能とする。完成度の高い作品を仕上

げるためには、ものの見方やそれを描く技術、そして

感性や美意識といった感覚的な部分を日々の訓練に

よって養い、制作における自分のコンセプトを明確に

していく行為が必要になるが、それを理論的に助ける

手段として材料や技法に関する知識もまた必要であ

る。自己の目指す表現に少しでも近づくために、そし

て長所を最大限に引き出すためには、自分に合った材

料や技法を選び、それを突き詰めていくことが大切に

なる。そうすることで、表現の技術はより確かなもの

となり、そこから更に自己の新たな表現の可能性へと

繋げていくことができる。

　私は主に油絵具を用いて具象絵画を制作している

が、制作の方向性として、時間をかけてじっくりと密

度を高めていき、絵画的な構造にもこだわりながら、

より実在感のある表現を目指したいと考えている。私

にとって油彩画を描くうえでその性質や使い方は、非

常に重要な研究対象であり、形やヴァルールを合わせ

るだけでは表現しきれない透明性や繊細さは、材料や

技法の部分でも深く考察しながら制作していく必要性

があると感じている。対象をよく観察したり、そこか

ら何かを感じ取ったりすることは最も重要なことでは

あるが、それを表現に移すには技術が必要であり、難

しいことであるため、日々の研鑽によって高めていか

なければならない。そこにはデッサン力をはじめとし

た修練によって身につける感覚的な部分と、材料や技

法などの知識をはじめとした、理論的な部分がある。

私は制作における感覚的な部分をより効果的に引き出

したり、補強したりするという点で材料や技法の研究

を行っている。中世ヨーロッパに描かれた絵画は、画

材や色の種類が現代のように豊富でなかったにもか

かわらず、今も尚、透明で鮮やかな色彩を保ち続け、

400 年以上も前の絵画でも優れた保存状態で現在ま

で伝えられている。それらは画家の高い描写力に加え、

伝統的な技法や、化学的な知識に裏付けされた技術に

支えられて今日まで残っているといえる。西洋古典絵

画は、現代のように画材や絵具が充実し、それを買い

集めて制作するのではなく、むしろ限られたシンプル

な材料を用い、合理的な考えに基づいた技法によって

描かれており、息をのむような写実性と優れた保存性

を実現可能としている。私は複雑な視覚効果や強い実

在感のあるフランドル絵画に特に魅力を感じている。

色を直に塗り、一気に仕上げるような描き方では得ら

れないような色彩の深みや美しさと、それを裏付ける

合理的な考え方は、自己の絵画制作において大きなヒ

ントになると確信している。

2　発表内容

　西洋古典絵画が自己の制作においてどのような位置

づけであるのか、また、油絵具の長所を引き出す絵具

としてテンペラを使った混合技法はどのようなものか

を自身の作品を通して発表を行った。そして、少しで

はあるが学校における美術教育の現状と、合理的な授

業方法についての提案も行った。

　古典技法による制作は、段階を踏んだ描き進めや乾

燥の時間を考慮すると比較的時間のかかる表現技法と

いえる。しかし、画材も豊富で、画材屋に脚を運べば

すぐにでも制作できる環境にある現代で、それでも尚、

古典的な技法に倣って制作する理由が発表を通して少

しでもお伝えすることができていたら幸いである。
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世界中の子どもがつながるきっかけを

保健体育領域　加　藤　功　甫

1　背景

　日本を自転車で縦断した経験並びに教員を志す過程

から。

2.　目的（一本の糸で世界をつなぐ旅）

　ユーラシア大陸を自転車で横断しながら、世界中の

子どもを１本の糸で繋げる。目に見えない繋がりを、

糸を結ぶというアクティビティーを通し見える繋がり

にすることにより、世界が、人がリアルにつながる。

そして、土臭いつながりの楽しさ、素晴らしさを関わ

る子ども、そしてそれを見る大人に感じてもらう。

3. 　成果

　31 カ国を渡り、５０００人を超える子どもを繋げ

た。詳細は http://coccoccoc.web.fc2.com

4.　目的 （教育インターン）

4.1 旅を通して作ってきた繋がりを日本の子どもにも

体感してもらい、世界との距離感を縮め、一体感を感

じ、そしてそこに彼ら自身も参加する（糸をつなぐ）

ことで繋がる。

4.2 旅の話を通し、偏った情報が溢れかえっている日

本の情報社会の現状に気づき、広い視野で物事を捉え

ようと思うきっかけを提供する。

4.3 旅をした姿を見せることで子ども自身に自分の生

き方について考えるきっかけを提供する。

5　子どもへのアプローチ方法

　旅での体験を共有しながら、自分が旅を通して何を

感じてきたかを伝え、その後世界が繋がった糸の披露

並びに糸つなぎを実施、最後に質問や感想を述べても

らい、更に内容を深める。

6　実施状況

　横浜市内の小学校を中心に計１９校。下記のような

子どもの変化が見て取れた。

6-1 子どもの声（一部抜粋）

　「世界にはいろいろな人が住んでいて、それぞれ違っ

た生活をしているのはとてもおもしろい。実際に僕も

行ってみたい。」「日本に住んでいると食べ物や水のあ

りがたさがわからなかったけど、実はすごく大切なも

のなんだと思った。」「私も世界中旅してみたい。たく

さんの人と友達になりたい」

7　今後の活動

　引き続き旅の話のシェアと糸つなぎの活動を全国

規模で続けていく。同時に海外も視野に入れる。訪問

前に予め子どもに対し、アンケートを実施、子どもの

実態を把握した上で講演後どのような変化があった

かを見る。また保護者を含めた講演を行ってきた際、

保護者の皆様から自分は過保護すぎたかもしれない、

もっと子どもに挑戦させてやりたいなどという声が多

く聞かれたため、保護者向けの講演会も実施していく。

旅の話を通して、挑戦すること、失敗すること、挫折

することの大切さに気づき、各家庭の子どもの将来の

可能性を広げることができるとよい。

8　当日の成果

　多くの人が足を止め、活動の趣旨、成果を訊かれた。

また、世界の現状や、世界の学校事情、旅で自分自身

何が変化したかなど、の質問も多々でた。足を止めた

人の割合として、日本人よりも留学生のほうが高かっ

た。外国への意識の向け方の違いであろうか。時間、

スペースともに不十分な中、可能な限り自分の思い、

活動内容を伝え、理解を得られた。
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発達障害児の社会性を高める効果的な教材の開発

特別支援教育専修　近　藤　春　樹

1　内容

　川崎市内に設置されている通級指導教室（情緒）に

は、診断の有無を問わず、発達障害の疑いがあり、特

別な支援を必要とする児童が通ってきている。その特

徴としてルール、気持ちなど目に見えないことを考え

たり、扱ったりすることが苦手であると言える。指導

では、目に見えず、わかりにくいようなことをわかり

やすく教えていくことが大切になる。その際にＩＣＴ

教材を用いると、集中しやすくなったり、イメージが

しやすくなったりすることで内容を理解しやすくなる

ことが考えられる。そこで、各自の課題に応じたＩＣ

Ｔ教材を用いて指導を行い、指導効果の高まりが期待

できるかを検証した。

　今回、個別指導、小集団指導、それぞれの場面に応

じた教材を用意した。個別指導では、各担当者から特

に気になる児童をあげてもらい、指導内容を確認した

上で教材を作成した。また、昨年度までに作成したＩ

ＣＴ教材のリストを用意し、適宜使用してもらった。

小集団指導では、昨年度に実践した「人とのかかわり

方」に関する指導プログラムを修正し、実施していっ

た。指導後、児童とその担当者にアンケートを取り、

感想を聞いた。

　個別指導では今回新たに２つの教材（「気持ちのコ

ントロール・ステップアップ」と「第３の目で自分を

見つめよう」）を

作成した。アン

ケートは「わか

りやすさ」など

を、５件法を用

い て 実 施 し た。

高評価が多いが、

内 容 に よ っ て、

あまり高くない

ものもあった。

　小集団指導で

は、 人 と の か か

わり方に関する

スキル（教材「は

りきりチェンジ

くん」）を教えた

後、 そ の ス キ ル

を使うような活

動に取り組んで

きた。

アンケートの結

果では、「理解度」

などで低めの値

が 目 立 っ た。 複

数の児童を対象

とする指導のた

め、 理 解 の 差 に

ばらつきが見ら

れたと考えられ

る。

　今回の取り組

みを振り返って

み る と、 Ｉ Ｃ Ｔ

教材を用いるこ

とで集中力も高

ま り、 理 解 で き

たと感じる児童

は多いと言える。しかし、今回リストアップした教材

のように、詳細な説明を省いていたために製作者の意

図がうまく伝わらず、利用した担当者自身がわかりに

くさを感じていたものもあった。教材を共有する際に

は、意図も含めた丁寧な説明をしていく必要性を感じ

た。

2　発表を終えて

　全体的に好意的な意見が多く聞かれた。実際に提示

したＩＣＴ教材を、興味深い様子で見ている方が多

かった。意見交換を通して通常級での使用の可能性と

必要性を感じることができた。
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青年期における対人不安・緊張と発達的変化に関連する要因

臨床心理学専修　中　村　千　尋

＜ポスター発表の内容＞

　青年期は、身体的成熟や情緒的自立などの心身の諸

機能の変化と、行動や心理の質的な転換が見られる時

期であり、他者との関わり方も変化する。そのため、

対人場面においても不安や緊張を感じやすい時期でも

ある。

　中学生・高校生・大学生に対人不安・緊張尺度を実

施した結果、その因子パターンが各グループにおいて

異なるということが示されている（中村 , 2012）。ま

た、堀井（2002）の研究によって、対人不安意識は

全般的に自意識の高まる高校生の年代に自覚されやす

いことが示されている。以上のことより、発達段階に

よって対人不安は変化するということが推測される。

　修士論文においては、対人不安・緊張を高める要因

に着目することを予定している。対人不安・緊張を高

める要因は様々であり、発達段階によってその要因は

異なると考えられる。そのため、修士論文の目的を、

①発達段階によって対人不安・緊張に影響を与える要

因が異なるのかを検討すること、②性別の違いによっ

てどのような特徴があるのかを明らかにすること、の

2 点とすることとした。これらのことを研究すること

によって、対人不安・緊張を緩和するための手立てを

考えることにつながると考えている。

　研究概要を以下に示す。調査対象は中学生・高校生・

大学生を予定している。予備調査として、対人不安・

緊張尺度を各発達段階に実施し、因子分析を行なうこ

ととする。その結果を踏まえ、本調査として、対人不

安・緊張尺度と対人不安・緊張に影響を与えると考え

られる要因の尺度を実施し、関連を検討することとす

る。今回の研究において、対人不安・緊張に影響を与

えると考えられる要因は、公的自己意識、自尊心、ソー

シャルスキルに対する認知の 3 つとする。各発達段

階において、この 3 つの要因のどれが強く影響を与

えるかを、仮説を立てて検証していくこととする。

＜当日の成果＞

　今回の発表において、ソーシャルスキルに関する質

問を多く受けた。このことから、ソーシャルスキルの

概念を明確化し、具体例を示しながら説明することに

よって、自分の研究が多くの人々にとって理解しやす

いものになるということを考えることができたこと

が、発表を行なった成果であると考えられる。また、

ソーシャルスキル以外の要因についても、再度検討を

行なうことが良い研究につながると推測される。

　自分の中でも不明瞭であったものが、今回の発表を

通して、再度実感することができたため、自分の研究

を見直す良いきっかけになったであろう。

＜当日のポスター＞


